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　この見本は，「マテリアルズインフォマティクス基礎研究会」用の原稿見本です. この見本に上書きして頂くと, 規程に従うようになっております. なお, 過去に作成したWord文書をこの見本に貼り付け（ペースト）する際は, 元の文章をコピーした後, テキスト形式で貼り付け(編集→形式を選択して貼り付け→テキスト→OK) して下さい. 普通にコピー&ペーストすると, 元の書式ごとコピーされるので, この見本の書式に従わなくなります. 規定ページ数は, 口頭発表の場合1ページ以上6ページ以内, ポスター発表の場合は同じく2ページ以内にまとめて下さい. 原稿はA4サイズ (297×210mm) であり, 上の余白は20 mm, 下の余白は25 mm, 左右の余白は23 mmです. 第1ページは以下の順に記入します.
1  タイトル (14ポイント)
2  タイトル (英文, 14ポイント)
3  氏名 (12ポイント)
4  氏名(ローマ字, 12ポイント)
5  所属 (正式名称, 所属部署または学科・専攻等まで記載, 10ポイント)
6  本文 (11ポイント程度, 1段組み, 図, 表および写真は本文中に入れて下さい.)
7  原稿はそのままA4，白黒でオフセット印刷されることを留意して下さい．

8  原稿送付先 (E-mail：mssj@shokabo.co.jp) PDFファイルをお送り下さい．

 文章中に文献を引用する例としてKatoら1の報告と, Townesらの報告3を例としてあげます. 日本語文献を引用する場合, 英語表記と併記することを強く勧めます. 項の最初の文字は字下げをして読みやすくしてください. 電子メールで本稿を提出する際は, 件名に「マテリアルインフォ研係」と明記してください. 読点は半角の”,”, 句点は半角の”.”, ラテン文字を含むアルファベットのフォントはTimes New Roman, その他特殊記号のフォントはSymbolを用いてください. 体裁上の問題が認められた場合, プログラム委員より, 修正を要求する場合があります. その他, 不都合の場合は下記まで郵送して下さい.

〒102-0081 東京都千代田区四番町8-1㈱裳華房内 日本材料科学会 マテリアルインフォ研係
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